
わたしたちを含めた地球上のあらゆる生き物は

何十億年という進化のたまものです。

そんな「進化するいのちj について、

関連する最新科学の話題を分かりやすくお伝えします。

ショウジョウパエの附属腺2核細胞
から学ぶ繁殖戦略
安達車帽院大学理学額融

人類進化史の新たな展開
一初期人類と現生人類の起源酋ー

松浦秀治械の水女子大学大学院人間文倒劇学研究科鰍

関節炎から身を守るには!?
浅原弘聞東京医科歯科大学大学院闘鴇合研究科鰍

みんなのゲノムと個人のゲノム
服部成介北里大嶋鞠生化学融鰍

生物学の進化:
生命科学は何を目指しているのか?
中井霞太東京大学問学研究所鱒
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食警(平成 21-23 年裏文部科学省戦略的大学連携支援プログラム採択〉
‘パ 学際生命科学東京コンソーシアム第6田市民講演会

「進化するL、のもの科学
・開催日時 2012年3月17日〈土) 惚:30~17:00

ショウジョウパヱの附属腺2核細胞から学ぶ繁殖戦略
安達車学習院大学理学怒鰍

lｭ圃隊演会場

お茶の水衣子大学
理学都3号館

遺伝学的解析に後れたモデル生物でみるショウジョウパエのオスがもっ内書哲生継者書官のひとつ、 WU翼線は、ヒトで言えば前立腺に似た役割を
来たしている臓務と考えられています。階展"1ま.々な然分泌タンパク貨を治め込んでいる袋状の著書官で、それらの物質l主、交尾の際に、精
巣でつくられる精子と共にメスの体内に送り込まれます。そして、メスの卵の生産畿や進#P1tを繕加させ、食事の採取量をS強大させ、他のオ
スとの交尾を妨げる…といった、オスの繁強にとって有籾な効5裂の数々を発搬します。不思議なことにこのwt.厳の細H訟は、すべて核そ2つ
ずつ待っています。ぞれがどのように導かれて発生するのか、なぜそのような特殊な状織になる必場毒があるのか、その発生機構と遺応的怠義

の探索iま、我々の研究怒砲の1つです。それらは、繁殖成功のために動物がとる検問ーとして溜舞草されます。

人類進化史の新たな展開一初期人類と現生人類の起源輪一
松浦秀治械の本好大学大学院人間文化創制判麟教授
1千万年前の地理主にはヒト~チンパンジ】もいませんでした。ヒトはいつからチンパンジーと進化の遂，.~分けたのか。また、最初の入績は

チンパンジーに似ていたのか。初期の人家から現金の人類まで、人類はいつの時代において込治績を越えて1つの系統として、段階的にまた

直線的に進化してきたのか。務演では、人類と類人猿が進化史上どのように分綾してきたのか、さらに、始原的人績を綬て猿入から新人に至

るヒトの主主よそ600万年聞の後遺史について、主に化石傍を中心とした古入費質学的証拠唱~~に、また羨生種との関速については遺伝学的援拠を

交えつつ概説します。特に、汲近の研究から明らかになりつつある初期人類の意外な袋、また、世界に広がる現在の人類(ホモ・サピエンス)の

起源に関する近年の鎗今一jトアンデルタール人iま絶滅したのかーについては、トピック~に紹介します.

関節炎から身を守るには!?
浅原弘聞東京医科貧科大学大学院醐学総合研究科教授
生物をして動物たらしめる、、動く'という能力。関節炎はその襲となる関節狼鎗を家い、激しい苦痛を与えます。関節炎には、加歯告によって

軟骨カ鳴り減っていくもの、リウマチなどの原因不明の炎症によって後期健されるもの、笹重量やスボ】ツなどでの鎮傷がきっかけとなって引き

起こされるものなど、いくつかの種額があります.この開宣告カ句廃れていくメカニズムが最近になってやっと分かってきました。我々の遺伝子

のプログラムには、どう ~øu.~割腹してしまうようなものがなぜか潜ん・ぞいて、ぞれカ呼学勤してしまうようです。いつまでも若々しく日常生

活を行うためにも、関節~守るにはどうすればよいでしょうか。また、一度検割腹された関節組織を再生させるためにどのような研究が進んで

いるでしょうか?関節にまつわる最先織の医学会ど紹介いたします。

みんなのゲノムと個人のゲノム
服部成介雄大学旗開生化学繊座制
着色たちの段者十閣であるヒトゲノムが2003年に然苦慮されました。ヒトゲノムi主、約30僚ものDNAの文字で曾かれており、その中に23ぷ10の遺伝子

があります。ヒトグノムは、人類共通の知的財産であり、その解説は医学・生物学の発展に大きく寄与しています。 DNA~司令解銭する装置

も飛.~lこ向上し、いまや一週間のうちに個人のグノムが解Z脅され為時代となりました。その後の研究から、ヒトゲノムには個人個人で異な

る場所が300万ヶ所、あり、その結来、個々の遺伝子の修きに込個人差があることがわかりました。こうした違いが体質や鋳気へのかかりやす

さなど金決定しています。また、追伝子の違いによって薬剤の代自前や吸収の速度にも傭人差があり、薬剤の効き方、遺伝子の違いによって異

なることが明らかにされ、個人個人に合わせた医療カ味められõようになってきています.

4類、 生物学の進化:生命科学は何を目指しているのか?
一 ・・・・・・・・・…・

、必f 申井蟻太東京大学医僻研究所鰍
ヨド日の全体テーマは「進化するいのちの務学j ということなので、この篠宮置では真正面から、生物学や生命科学がこれまでどのように発展して

さた念、、現在iまいのちについてどの程度が分かっていて、これからどんな方向に進んでい〈のか、について、なるべく簡単な言漢を俊ってお

話しします。生物学は結局のところ、「生命つてなに?J r生きているってどういうこと ?J という疑問に答える学問ですが、どういうことが

分かれば f生命が分かったJ という気になれるかは、人によって違う?しょう。怠はこれを物理学的なものの見方と、生物学激特の込のの見

方という、私自身の続検に基づいた立場の途いから総明してみたいと思い~す。そこには進化も関わってð~す。そして、現代の最先織の生

命像としてのシステム生物学の考え方を紹介し、未来の生物学がどんな方向に進んで行くのかを占ってみたいと思います。
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